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　令和元年第６回（１２月）定例会は、去る１２月２日から１２月１６日までの１５日間の会期で
開かれました。
　今回の定例会では、「石垣市固定資産税の課税免除に関する条例」等の条例議案６件、「令和元年度
石垣市一般会計補正予算（第３号）」等の予算議案８件、その他議案１３件の計２７件の案件が市長
より提出され、それぞれ所管の常任委員会に付託されました。
　そのうち、各常任委員会に付託となった「米原キャンプ場及び米原ヤシ郡落駐車場指定管理者の
指定について」等の３件の議案については、引き続き慎重な審査を要するとして継続審査とし、本
会議においても承認されました。その他の議案についてはそれぞれ原案のとおり可決並びに同意さ
れました。
　また、本会議初日に、石垣市自治基本条例に関する調査特別委員会が同条例を「廃止すべき条例」
との審査報告がされたほか、最終本会議において、「石垣市自治基本条例を廃止する条例」の議員
提出議案 ( 次頁に要旨掲載 ) が提出されましたが、賛成少数で否決されました。
　１２月９日から１２月１３日の５日間の日程で行われた一般質問では、１８人の議員が本市の諸
課題について質すなど活発な議論が交わされました。
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